
女
手

単
軌
酔
が
治
め
た
邪
鳥
台
国
の
有
力
候
補
地
、
奈
良
県

横
井
市
の
腱
郁
遺
跡
（
2
世
紀
末
～
4
世
紀
初
め
）
で
、
大
型
建

物
跡
そ
ば

の
穴
か
ら
2
千
僧
を
超
す
桃
の
種
が
出
土
し
た
。
市
教

委
が
17
日
、
発
表
し
た
。
桃
は
古
代
、
魔
よ
け
な
ど
に
使

わ
れ
た

さ
い
し

と
さ
れ
、
市
教
委
は

「
祭
祀
に
使

っ
た
後
に
捨
て
た
可
能
性
が
あ

る
」
と
み
て
い
る
。

（
渡
義
人
）
＝
35
面
に
関
係
記
事

▲†

纏
向
遺
跡

種
州
個

纏
向
遺
跡
か
ら
は
昨
秋
、
3
世
紀
前
半

で
は
最
大

の
建
物
跡
（
東
西
約
12
・
4
㍍
、
南
北
約
19
・
2

㍍
）
が
見

つ
か
り

、
卑
弥
呼
の
宮
殿
と
み
る
研
究
者

も
い
る
。
市
教
委
は
7
月
か
ら
、
建
物
跡
を
取
り
囲

さ
く

む
と
み
ら
れ
る
柵
列
の
延
長
を
確
認
す
る
た
め
南
側

を
発
頒
禰
査
。
そ
の
結
果
、
建
物
跡
の
南
約
真

以

で
、
楕
円
形
の
穴
（
東
西
約
2
・

2
㍍
、
南
北
約
4

・

3
㍍

、
深
さ
約
80
舛
J

が
見
つ
か
り
、
2■
千
個
以

上
の
桃

の
種
（
直
径
約

2
・

5
巧
）
が
埋
ま

っ
て
い

る
の
を
確
認
し
た
。

竹
ざ
る
6
点
（
直
径
30
～
60
鞭ン
）や
木
製
の
剣
、故

意
に
割

ら
れ
た
土
類
片

、
漆
塗
り
の
弓
、
獣
骨
な
ど
む

出
土
し
、
い
ず
れ
も
祭
祀
に
関
連
す
る
と

い
う
。
市

教
委
は
土
器
の
形
か
ら
穴
は
、
卑
弥
呼
と
同
時
代
の

3
世
紀
中
ご
ろ
の
も
の
と
み
て
い
る
。
桃

の
種
は
弥

生
や
古
墳
時
代
の
各
地
の
遺
跡

で
見

つ
か

っ
て
い
る

が
、
1
カ
所
で
こ
れ
ぼ
ど
大
量
に
出
る
の
は
異
例
。

古
代
中
国
の
道
教
の
神
仙
思
想

で
は
、
桃
は
不
老

不
死
や
魔
よ
け
の
呪
力
が
あ
る
と
さ
れ
た
。
3
世
紀

沫
の
坤
掴
の
史
書
「
驚

静
戯

」
は
卑
弥
呼
が
静

国
を
鬼
道
（
呪
術
）
で
支
配
し
た
と
記
し
、
鬼
道
を

道
教
と
み
る
説
も
あ
る
。
辰
巳
和
弘
・
同
志
社
大
数

授
（
古
代
学
）
は
「
卑
弥
呼
が
竹
ざ
る
に
桃
を
積
み

上
げ
て
祭
事
を
行

っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
話
す
。

現
地
説
明
会
は
19
日
午
前
10
時
～
午
後
3
時
。
問

い
合
わ
せ
は
同
市
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
（
0
7

4
4・
42
・
6
0
0
5
）
へ
。

纏向遺跡から克っかった大量

め桃の種と竹ざるの遺物＝奈

良県椒井市、森井英二郎撮影



成22年）9 月18【l 土睡日 朝 E ヨ 新 蘭

長寿の儀式 食べる？

ま
き
む
く

奈
良
県
桜
井
市

の
纏
向
遺
跡
か
ら
2
千
僧
以
上
の
桃
の
種
が
見

つ
か

っ
た
。
桃
は

古
代
、
如

売
払
い
な
ど
の
呪
術
に
使
わ
れ
、
不
老
長
寿
を
も
た
ら
す
果
物
と
し
て
珍

ひ
み

こ

重
さ
れ
た
。
邪
馬
台
国
の
女
王
・
卑
弥
呼
の
宮
殿
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
大
型
建

さ
い
し

物
跡
そ
ば
の
穴
か
ら
出
土
し
た
た
め
、
研
究
者
は
、
祭
祀
を

つ
か
さ
ど
る
卑
弥
呼
と

の
関
連
に
注
目
す
る
。

（
渡
義
人
）
＝
1
面
参
照

道
教
思
想
と
の
関
連

専
門
家
指
摘

纏向遺跡 桃2000個

桃
は
中
国
原
産
で
、
弥
生
時
代

に
日
本
に
伝
わ

っ
た
と
さ
れ
る
。

現
代
の
桃
よ
り
小
ぶ
り
で
、
昧
も

良
く
な
か

っ
た
ら
し
い
。
今
回
、

果
実
や
皮
が
残
っ
た
も
の
が
約
帥

個
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
横
井
市
教

委
の
橋
本
輝
彦
係
長
は
「
食
用
で

は
な
く
、
儀
式
や
祭
祀
に
使

っ
た

の

で
は
」
と
み
る
。

せ
ん
だ

千
田
稔
・
奈
良
県
立
図
書
情
報

館
長
は
「
道
教
の
神
仙
思
想
が
邪

馬
台
国
時
代
、
日
本
に
も
普
及
し

て
い
た
」
と
指
摘
す
る
。
弼
糊
措

墳
か
ら
大
量
に
出
土
し
た
三
角
縁

し
ん
じ
ゅ
う
き
よ
う

神
獣
鏡
に
神
や
仙
人
、
霊
獣
な
ど

が
描
か
れ
て
い
る
た
め
だ
。

千
田
館
長
は
、
道
教
で
は
不
老

長
寿
の
桃
を
管
理
し
て
い
た
の
が

仙
女
だ

っ
た
こ
と
に
着
目
。

「
卑

弥
呼
が
桃
を
使

っ
た
儀
式
を
し
た

の
で
は
。
数
が
多

い
の
は
、
参
列

者
が
お
供
え
と
し
て
持

っ
て
き
た

た
め
だ
ろ
う
」
と
推
測
す
る
。
奈

良
県
立
程
原
考
古
学
研
究
所
の
部

や谷
文
則
所
長
は
「
不
老
長
寿
に
な

る
た
め
に
卑
弥
呼
が
儀
式
で
食

べ
、
外
に
い
た
参
列
者
に
も
食
べ

さ
せ
た
の
で
は
」
と
考
え
る
。

今
回
の
調
査
で
は
、
大
型
建
物

さ
く

跡
を
囲
む
柵
列
の
延
長
（
約
15
㍍

分
）
も
確
課
さ
れ
た
。
し
か
し
、

穴
が
こ
の
柵
列
を
途
切
れ
さ
せ
る

よ
う
に
な

っ
て
い
た
た
め
、
石
野

博
借
・
兵
庫
県
立
考
古
博
物
館
長

は
、
柵
列
や
大
型
建
物
が
な
く
な

っ
た
後
に
掘
ら
れ
た
可
能
性
も
あ

る
と
指
摘
。
「
卑
弥
呼
が
祭
祀
を

し
て
い
た
の
な
ら
、
建
物
が
あ
る

時
だ
ろ
う
。
今
回
の
発
見
が
卑
弥

呼
と
結
び

つ
く
か
ど
う
か
は
わ
か

ら
な
い
」
と
慎
重
だ
。

掛軸
碧
漂

奈
良
県
横
井
市
の
三
輪
山
西
側

に
広
が
る
東
西
約
2
㌔
、
南
北
約

1
・

5
㌔

の
大

規
模
集

落
遺

跡

で
、
邪
膚
台
国
畿
内
説
の
最
有
力

地

。
2
5
0
年
ご
ろ
に
死
去
し
た

と
さ
れ
る
卑
弥
呼
の
蓋
と
の
説
が

あ
る
薯

墓

（
は

し
は
か

）
古

墳

（
全
長
約
2
8
0
㍍
）
な
ど
最
古

級
の
前
方
後
円
墳
6
基
が
点
在

し

、
同
古
墳

発
祥

の
地

と

さ
れ

る
。
1
9
7
1
年
か
ら
発
掘
調
塞

が
始
ま

っ
た
。
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杢
真
の
土
器
・
木
製
品
も

纏
向
遺
跡
意

図

的

な

破

壊

の
跡

2
千
個
を
超
す
大
量
の
桃
の
種
が
見
つ
か

っ
た
購
郁
遺
跡

（
横
井

市
）
の
大
型
建
物
跡
そ
ば
の
穴
か
ら
は
、
ほ
か
に
も
大
量
の
土
器
や

さ
い
し

木
製
品
な
ど
の
道
具
類
が
見
つ
か

っ
た
。
当
時
の
祭
祀
の

一
端
が
か

い
ま
見
え
る

一
方
、
意
図
的

に
破
壊
さ
れ
て
い
た
り
、

一
部
の
パ
ー

ツ
し
か
見

つ
か
ら
な
か

っ
た
り
す
る
な
ど
、
新
た
な
謎
も
明
ら
か
に

な

っ
た
。

穴
か
ら
見
つ
か

っ
た
の
は
、
桃

の
種
や
竹
ざ
る
、

つ
ば
な
ど
の
土

（
渡
義
人
）
か
め

器

の

ほ
か

、

ミ

ニ
チ

ュ
ア
の
棄

10

点
▽
黒
漆
塗
り
の
弓
1
点
▽

ヘ
ラ

状
木
製
品
4
点
▽
剣
形
木
製
品
1

よ
こ
叫ノち

点

▽
木
製
横
槌
2
点
▽
獣
骨
数
点

－

な
ど
。

特
徴
的
な
の
は
、
ほ
と
ん
ど
の

遺
物
が
鉄
製
の
刃
物
の
よ
う
な
も

の
で
寸
断
さ
れ
、
穴
に
投
げ
入
れ

ら
れ
て
い
た
こ
と
だ
。
．
し
か
も
、

通
常
な
ら
穴
に
捨

て
ら
れ

て
割
れ

て
い
て
も
、
破
片
を
組
み
合
わ
せ

」r

．パ

l

－

㌫
一小

一
－
㌦溝

’－
＿

血

恥

ホ

l囁

払勇●L妙

バ

ラ
バ

ラ

に
壊

さ
れ

た
状

態

で
見

つ
か

っ
た
土

器

の
破

片

纏
向
遺
跡
の
穴
か
ら
出
土
し
た
木
製

の
加

工
品
な
ど
＝
横
井
市
、
森
井
英

二
郎
撮
影

れ
ば
元
の
形
が
わ
か
る
が

、
今
回

は
意
図
的
に

一
部
分
だ

け
を
捨
て

た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
。

調
査
を
担
当
し
た
市
教
委
の
橋

本
輝
彦
係
長
は

「
祭
り

に
使

っ
た

道
具
を
壊
す
の
は
、
神
に
さ
さ
げ

る
道
具
を
再
利
用
し
な
い
と
い
う

意
味
も
あ
る
と
思
う
。
だ
が

、

一

部
分
だ
け
捨
て
た
意
味
は
よ
く
わ

か
ら
な
い
」
と
首
を
か
し
げ
る
。

県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
の
寺

沢
薫
・
総
務
企
画
部
長
は
「
東
海

地
方
の
土
器
が
異
様
に
多
い
の
が

不
思
議
だ
」
と
指
摘
す
る
。

ミ

ニ
チ

ュ
ア
の
要
は
東
海
地
方

で
も
、
周
辺
地
域

の
祭
祀
遺
構
で

よ
く
見
つ
か
る
と
い
う
。
大
型
建

物
の
近
く
で
あ

っ
た
祭
り
に
は
、

東
海
地
方
の
人
々
が
深
く
か
か
わ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

一
方
、
今
回
の
調
査
で
は
、
大

型
建
物
跡
な
ど
建
物
群
の
周
辺
を

さ
く

囲
う
珊
列
の
延
長
約
15
㍍
分
も
確

認
さ
れ
た
。
柵
の
外
側
に
建
物
跡

は
見

つ
か
ら
な
か

っ
た
た
め
、
櫻

井
市
教
委
は
「
周
辺
に
広
く
空
間

を
と
る
こ
と

で
、
柵
内
部
の
隔
絶

性
を
高
め
て
い
る
。
大
型
建
物
な

ど
の
ラ
ン
ク
の
高
さ
が
改
め
て
示

さ
れ
た
の
で
は
」
と
み
る
。

市
教
委
は
、
来
年
度
以
降
も
周

辺
の
調
査
を
続
け
る
予
定
だ
。


